
 

 

 

 
 
 
 
 

   
 

      
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちを放射能汚染から守り、原発から自然エネルギーへの転換をめざす女性ネットワークみやぎ 

「女性ネットみやぎ」ニュース No.65 2017.３.18 

 ブログ：joseinet-miyagi  メール：housyanoujoseinet@hotmail.co.jp  Tel /fax 022‐215-3120 

 

県内いっせい焼却処分 
村井県知事が、昨年の

11 月 3 日、市町村長会議で提起した『8000 ベクレル

／㎏以下の放射能汚染廃棄物の県内いっせい焼却』に

ついては、12月27日の市町村長会議で「棚上げ」となり

ました。この対象となる廃棄物を多く抱えている県北の栗

原市では堆肥化を検討しており、登米市では市議会で

反対、すき込み化なども出て、全会一致の合意は得られ

なかったからです。このとき、仙台市の奥山市長は、他市

町村の汚染廃棄物と仙台市の一般ごみとの混焼処理を

引き受けると話しています。 
 
仙台市では すでに 2015 年 8 月から約 600 トン

の汚染物質を一般ごみと混焼して処理しました。住民へ

の説明も不十分なまま実施されました。 

放射能汚染廃棄物を焼却することを想定していない

一般焼却炉に付けられたバグフィルターでは、微細な放射

性セシウムなど核のゴミを完全に捕捉することは不可能で

はないか？焼却して煙やガスとともに空中に吐き出される

放射能は？放射能が残った燃えつくした灰を埋立場に

運び込んで堆積した山からにじみ出て流れる滲出水はど

こに向かうのか？など、放射能汚染エリアを新たに広げる

のではないか？など健康と環境への不安を増しています。 
 
県は 12 月に、「半年以内に市町村長会議を開いて

合意を求める。」と言い、『いっせい焼却』を急いでいます。 
 
県内各地で、いっせい焼却に反対する運動が広がって

います。放射能汚染廃棄物の処理方法について、ともに

考え運動を広げて、いっせい焼却の撤回を求め、全県の

連絡会を結成します。お誘い合わせてご参加ください。 
 

と き   4月 2日（日）13時半～16時 
ところ   仙台弁護士会館４階 

◆連絡会の結成 
◆県内各地からの活動報告 
◆今後のとりくみ 

 

 

このチラシ↑と署名用紙、さまざまな所で活用してください。女性

ネット事務局・県民センターにあります。このチラシの活用日数が

限られていますが、多くのみなさんにお知らせください。。 
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                       ↑私たちが願うエネルギー会社とは大違いです!! 

 女川原発再稼動 STOP！ 
さらに強く大きな声をあげましょう！ 

 
 

◆脱原発デモ・金曜デモなど 
＊旧古川地域：大崎 demo金曜デモ・毎週金曜 17時半 ・あさひ中央公園集合後デモ 
＊塩釜地域：塩釜きん発デモ・金曜 17時半集合・下馬駅裏宮城民医連事業協前 17 時 45分デモ出発 
＊岩沼市:「原発ゼロ戦争させない岩沼歩き隊」毎月第 3金曜日 14時岩沼駅東口広場で集会後デモ 
＊仙台長町地域：第3水曜0時半～原発も戦争も NO！たいはくアクション：仙台長町・蛸薬師境内集会後デモ 
＊仙台中央部：脱原発みやぎ金曜デモ(女川原発再稼働するな！子供を守れ！汚染はいらない！みやぎ金曜デモ） 
                     ３月17・24・31日(金)勾当台公園野外音楽堂18:00フリートーク開始 18:30デモ出発 

 
◆3月15日(水)12時~13時 「女の平和」ピースアクション 街頭宣伝行動 於・フォーラス前➜毎月5日15日に行います。 
◆3月19日(日)13時半~15時半 東日本大震災から6年―私たちは何を学ぶべきか―第2回「東日本大震災と子どもたち」 
          於・仙台弁護士会館 主催・日本科学者会議宮城支部「世の中研究会」 資料代300円 
◆3月22日(水)12時～13時 女川原発再稼動STOP女性ネットみやぎ街頭宣伝署名行動 於・フォーラス前 
◆4月1日(土)14時~16時 仙台市政を検証するつどい＊震災から6年被災者は今･･･＊原発・汚染廃棄物・火力発電＊医療介護など 
                 於・ 仙台市シルバーセンター第1研修室 主催・いのち、緑、平和を守るみんなの会(みんなの会）   
◆4月2日(日)13時半～16時 放射能汚染廃棄物『一斉焼却』に反対する宮城県連絡会結成集会 於・仙台弁護士会館 
◆4月8日(土)14時半～、18時～「日本と再生～光と風のギガワット作戦」映画上映会 あの河合弘之弁護士の政策第3弾 
         於・せんだいメディアテーク７Ｆスタジオシアター 主催・宮城県保険医協会 FAX申込み265-1667 大人500円 
◆4月9日(日)13時 市民と野党をつなぐ＠春の野外集会 14時アピール行進 主催・野党共闘で安保体制を廃止するオールみやぎの会  
◆4月16日(日)13時半~15時半 東日本大震災から6年―私たちは何を学ぶべきか―第3回「東日本大震災と原発問題」 
                      於・仙台弁護士会館 主催・日本科学者会議宮城支部「世の中研究会」 資料代300円 
◆4月21日(金)12時～13時 女川原発再稼動STOP女性ネットみやぎ街頭宣伝署名行動 於・フォーラス前 
◆4月22日(土)13時半～宮城県原爆被害者の会第59回定期総会 於・ホテルクレセント 一般参加 資料代500円            

記念講演：「トランプと核」～原発・核のゴミ問題にも触れながら～太田昌克氏(共同通信社論説委員)  
◆4月23日(日)14時～16時 被爆者は命かけ叫ぶ 核兵器禁止条約締結交渉開始へ 講演：田中煕巳氏(日本被団協事務局長） 
                   於・仙台市戦災復興記念館展示ホール 主催・宮城県平和委員会 資料代500円  

 

 

福島原発を忘れない！ 

３・１２アクション 
 
福島原発事故から丸 6年経ちました。 

甲状腺がんやその疑いと診断された子どもが 183 人と増えてお

り、丸森町でも 2 名が治療しています。福島の汚染地域では、被

ばく限度を国際基準の年間1ミリシーベルトではなく20ミリシーベル

トにして、この 4 月から避難指示区域の指定解除を広げて住民を

戻し、賠償や支援を打ち切ろうとしています。事故原発の収束に向

けたとりくみも遅々として進まず、被ばくへの恐怖が作業を遅らせて

います。  

女川原発でも、今になって次々と地震による被害箇所が明らか

になっており、東北電力がめざしている再稼動時期も決められずに

います。原発廃炉の決定こそ急ぐべきです。 

 

 

 

脱原発みやぎ金曜

デモの会は、原発事

故から 6 周年の記念

企画として３月12日、

元鍛冶丁公園での

集会後、アピール行

進して市民に訴えまし

た。（100名参加） 

住民が要求して開催された 
「仙台パワーステーション説明会」について 

【3月8日仙台放送 TVのニュース原稿】 
 
宮城・仙台市宮城野区に建設中の石炭火力発電

所「仙台パワーステーション」について、8 日初めての住

民説明会が開かれ、事業者は、予定通り 2017年 10

月から営業運転する方針を示し、住民からは、不満の

声が上がった。  

この説明会は、宮城野区の仙台港に関西電力の子

会社などが建設中の仙台パワーステーションについて、

健康被害などを心配する住民が要請して、初めて開か

れたもの。 事業者側は当初、報道に非公開としていた

が、住民の反対により、報道公開された。 事業者は、

発電量が国の環境アセス実施基準を下回っている石炭

火力について、自治体のデータを基に、大気汚染の懸

念はなく、近くの蒲生干潟への影響がないことなどを説

明した。 住民「稼働を延期させて、しっかりしたアセスメ

ントを、われわれ自身がやることを、保障していただきた

い」 事業者「誠に申し訳ございませんが、発電所の運

転を延期する考えは全くございません」 住民「わざわざ

被災地に石炭の電気をつくる意味って何ですか」 事業

者「少なからずとも、われわれの投資が復興につながるの

ではないか」 事業者は今後、住民説明会を開く予定

はなく、予定通り2017年10月から、営業運転を開始

する方針。 

 仙台港の石炭火力発電所建設問題を考える会・

長谷川公一代表は「県や仙台市の責任者も立ち会う
形で、公聴会の開催を求めていきます」と話した。 


